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リトアニア訪問記
前回の本欄（85 巻 7 号，p862）では“With コロナ
時代”到来の一つの流れとして，近隣 3ヵ国（中国・
台湾・韓国）への出張談を書いた．その時点で
COVID-19 が 5 類扱いになることが決まっていたとは
いえ，どこまで「コロナ前」に戻るのか半信半疑で
あったが，今やほぼ戻ったといえるのではないだろう
か．学会の懇親会などもマスクなしで「コロナ前」と
同じ形式で開催されている．陽性者はちらほら出てい
るので，感染そのものが克服されたわけではなく，ま
だまだ侮れない状況と感じているが，対応方針が変わ
るだけでずいぶん景色が違って見えるものだと思う．
そんな中，リトアニアに行く機会があったので，その時の体験を紹介したい．国際肝胆膵学会の
Baltic Chapter が開設されたのを機に，同学会の Japanese Chapter としての性格も有する日本肝胆
膵外科学会が招待され，Japanese Chapter の委員長を務めている私にお鉢が回ってきた．リトアニ
アといえば最近首都ヴィリニュスで北大西洋条約機構（NATO）首脳会議が開催されたので，
ニュースなどで耳にすることはあったかもしれないが，実際に行ったことがある方は少ないと思
う．私自身，バルト三国（リトアニア，ラトビア，エストニア）の一つとは理解していたものの，
どういう順番で位置しているかはわかっていなかった．地図を見ると，ウクライナとは反対側では
あるが，ベラルーシと接している．係争地に近づくのはちょっとためらわれたが，学会の要請とあ
ればやむをえない．木曜夜出発，金曜朝現地到着，日曜早朝現地出発，月曜早朝帰国という弾丸ツ
アーでスケジュールをやりくりした．
行ってみると，街はきれいで，治安は安定感があり，食事も美味と非常によかった．東洋のシン
ドラーと称される杉原千畝が赴任していたということもあり，親日的なのだそうである．招待して
くれた Gulla 教授（女性）はとても細やかに気を遣ってくれ，短い滞在時間の中，3回食事をご一
緒し，今後のコラボレーションについてとても建設的な議論ができた．帰国後，テーマを絞って当
科との共同研究が進行中であり，また人的交流も進むと思われる．Baltic Chapter の学会自体は小
規模であったが，それゆえ参加者皆さん顔見知りのようで，持ち時間を無視した突っ込んだ議論が
なされていた．私も 20 分ほどプレゼンし，Baltic Chapter 創設のお祝いとして記念品を贈呈した．
さらに Gulla 教授は私を含めた国外（といっても大半は北欧の近隣諸国）の招待者に対し，三つ
の観光ツアーを用意してくれた．ヴィリニュス大学のキャンパスツアーでは同大学が大変古い歴史
と伝統をもつ，ヨーロッパでも有数の大学であることが理解できた．市内観光ツアーではガイドを
つけ，必須観光スポットを案内してくれた．それらはヴィリニュスの中心部に集中しており，2時
間ほどの徒歩ツアーで無理なく回ることができた．個人的には，最後に案内してくれた近代美術館
が強く印象に残っている．全体的に暗い雰囲気の作品が多く，だんだん気が滅入ってくるのである
が，ガイドの説明を聞いていると，旧ソビエト連邦支配下の社会情勢が色濃く反映されているよう
である．現リトアニアは 1990 年にソビエト連邦から独立回復したわけであるが，その前はよほど
「暗い雰囲気」であったのだろう．一般的に学会での交流で政治的問題に触れるのはタブーといえ
るが，Gulla 教授が国外招待者をあえて近代美術館に招いたのは何らかの意図や想いがあったのか
もしれない．小学校の社会科の知識として，リトアニアはソビエト連邦を構成する共和国の一つで
あったというような認識しかもっていなかったが，今後交流を深めていくうえで相手の歴史を深く
知ることが重要と思い知らされた．
� （長谷川　潔）
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